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人間安全保障工学インターンシップ・アドバンスド・キャップストーン・プロジェクトについて
（JCSOS緊急事故支援システムへの加入）
　学生・教職員の海外渡航時における事故等不測の事態への対策の一環として、海外留学生安全対策協議会（JCSOS）へ入会致しました。これにより、人間安全保障工学分野・プログラムの教職員ならびに学生が、インターンシップをはじめとして，研究・調査・学会への参加・留学・スタディーツアー等で海外渡航する際、JCSOSの緊急事故支援システムに加入することが可能となります。このシステムは、不測事態発生時の対策補助・救援者派遣費用の支払い・弔慰見舞金の支払いなどのサービスを提供します。
　JCSOSへの入会に伴い、今後は、学生・教職員が私事以外で海外渡航する際、個人で加入する海外旅行保険とは別に、上記のJCSOSの緊急事故支援システムに加入して頂くことになります。このシステムへの加入は、人間安全保障工学分野・プログラムの危機管理対策の一環として重要ですので、海外渡航に際しては是非加入して下さい。加入手続の詳細は、以下の通りです。
必要書類
・海外渡航届（3ヵ月以上の場合は，海外渡航伺）（WORD）
・旅行伺（EXCEL）
・JCSOS緊急事故支援システム申し込み書（EXCEL）：ファイル名は「JCSOS氏名出発日時渡航先国.xls」例「JCSOS氏名５／２中国.xls」
提出先
指導教員
（指導教員がCクラスター事務（ryokou@adm.t.kyoto-u.ac.jp）に電子メールで，電子ファイルにより提出する）
提出期限
インターンシップ実施2週間前（旅費が概算払いの時は、3週間前）
提出方法
０．インターンシップ届けをインターンシップ開始の4週間前までにGCOEセンターに提出する。
１．JCSOS緊急事故支援システム（後日http://hse.gcoe.kyoto-u.ac.jpよりダウンロードできるように対応します）申し込み書（EXCELファイル）に必要事項（渡航先，氏名，渡航期間）を記入する。
２．海外旅行保険に加入する。
３．JCSOS緊急事故支援システム申し込み書（EXCEL），海外渡航届（３ヶ月以上は海外渡航伺）（WORD）（工学研究科の書式），旅行伺（EXCEL）（工学研究科の書式）を指導教官を通じて，Cクラスター事務（ryokou@adm.t.kyoto-u.ac.jp）に電子メールの添付ファイルにてインターンシップ実施（出発）の2週間前（概算払いの場合は3週間前）までに提出する。
（※）旅行伺の入力（出張内容）シートの連絡事項に海外旅行保険（任意保険）の加入情報（加入予定を含む）を記入する。
４．個人で海外旅行保険に加入し，保険証のコピーをGCOEセンターに前日までに提出する。また，緊急連絡先リストをGCOEセンターで出発までに受け取る。なお、JCSOS緊急事故支援システム会員証はGCOEセンターで保管します。

（注意）クレジットカード付帯の旅行保険について
　海外渡航の際、個人の旅行保険として、クレジットカード付帯の旅行保険を利用される方が多いと思います。クレジットカード付帯の旅行保険は、補償額が低く、救援者費用を適用される人数が少ない等の制限があります。旅行期間や旅行先、旅行目的にもよりますが、できるだけ補償額の大きい、保険会社の提供する旅行保険に加入して頂くよう、お願い致します。特に、学部生・院生が、留学や研究・現地調査等の目的で海外に渡航する際には、原則として、クレジットカード付帯の旅行保険ではなく、保険会社の提供する旅行保険に加入することとします。
海外旅行保険の補償額の目安
治療・救援費用の補償額が3,000万円以上のプラン
（参考）
VISA（クラシックカード）
傷害死亡：2,000万，傷害治療・疾病治療：50万，賠償責任：2,000万
学生教育研究災害傷害保険（Aコース）
死亡：2,000万，後遺障害保険3,000万，医療保健金30万/日
損保ジャパン（PCタイプ）
傷害死亡：3,000万，治療費用：2,000万，疾病死亡：3,000万，賠償責任：1億
AIU（151，152）
傷害死亡：3,000万，治療・救援費用：無制限，賠償責任：1億
東京海上日動（3L）
傷害死亡：3,000万，傷害後遺障害：3,000万，治療・救援費用3,000万，賠償責任：1億
